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『心理学原理』（Principles of Psychology, 1890）以来、彼のモチーフや考え方は一貫し



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ムズの念頭にあるのは、この立場を代表するクリフォード（William Kingdon Clifford, 
1845-1879）のテーゼ「不十分な証拠に基づいて何かを信じることは、いつ、どこであれ、

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１ ジェイムズの経歴については、伊藤、2007, pp.520-526 頁を参照した。 






























１ この表現は、Hick, 1966 や、Brown, 2000 を含め、多数の文献に見られる。なお、













４ ヒックは自己立証的な命題の論理矛盾を指摘する意図で（Hick, 1966, p.38）、また
Ｌ・シュレヒトはジェイムズを擁護するのに「信じる意志」が問題としているのは伝統
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